
山 陰 道（須子～萩）

優先区間の絞り込みについて

第２回 説 明 資 料

す こ は ぎ

平成２６年６月２日

国土交通省 中国地方整備局

資料－５



1

目 次

１．優先区間の絞り込み検討の流れ

２．優先区間の絞り込み方針

３．地域の意見聴取の進め方

４. 今後の進め方(予定)



2

１．優先区間の絞り込み検討の流れ



○当該区間は、日本海国土軸の一部を担う山陰道の一部。
○島根県益田市から山口県萩市に位置し、北側の日本海と南側の山地に挟まれた自然豊かな地域である。

１-１．中国地方の高規格幹線道路網

【広域図】
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１-２.優先区間の絞り込み手続きについて

○ 「優先区間の絞り込み」手続きは、道路の課題等を把握
した上で、特に課題が大きく緊急性が高い区間について、
整備を優先的に取り組む区間として決定する手続き。

○ 特に、延長が長い路線においては、整備による早期の
効果発現のためには、優先的に取り組む区間を設定して
整備を進めることが有効。
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１-３.優先区間の絞り込み検討の流れ

優先区間絞り込みの観点
道路の現状・課題の整理

優先整備区間(案)の検討、選定
（※課題の大きさ、利用及び地域での位置付け、

緊急性、意見聴取結果等を踏まえ検討）

意見聴取

優先整備区間(案)作成までの流れ

検討区間 〔須子～萩間〕
地域および道路、交通の現状と課題の把握

〔第１回中国地方小委員会〕

・地域および道路、交通の現状と課題
についての審議

〔第２回中国地方小委員会〕
・絞り込みの観点
・意見聴取の方法・内容

について審議

〔中国地方小委員会〕
・地域の意見を踏まえ、優先区間絞り込
みの観点による優先整備区間(案)の
妥当性審議
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２．優先区間の絞り込み方針
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２-１.優先区間の絞り込みの観点

〈視点①：課題の⼤きさ〉

優先整備区間の絞り込み

〔地域、道路の課題〕
・事前通⾏規制や越波区間など防災上の脆弱性
・事故や災害による頻繁な通⾏⽌め
・急カーブ、急勾配など道路構造の問題
・市街地部の速度低下 など

〔課題を評価する指標イメージ＝課題別評価〕
・事前通⾏規制区間、越波区間、防災点検要対策
箇所、浸⽔想定箇所
・通⾏⽌め箇所と件数（事故、災害）
・線形不良箇所、事故率
・旅⾏速度データ など

〔利⽤〕
○⽇常⽣活
・通勤通学、買物
○経済活動
・沿線企業或いはその他企業の広域物流
・当該地域に関連する広域観光
○緊急活動
・消防、救急救命活動 など

〔意⾒聴取〕
地域で緊急性が
⾼く、対応が求め
られている課題を
抽出

〈視点③：緊急性〉〈視点②：利⽤及び地域での位置づけ〉

〔地域での位置づけ〕
○地域の将来計画（将来像） など

地域の情勢及び効果の早期発現を考慮



２-２.須子～萩間の課題
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8

萩市

萩IC

9,594台/日

6,496台/日

山口県

262262

191191

191191

315315 萩市

5,026台/日

22,895台/日

越波区間

事前通行規制区間

連続雨量
200mm

越波区間

4,426台/日

大 井

奈 古
木 与 宇 田

須 佐

田万川

高 津

H25年7.28豪雨災害 全面通行止め（約16km）

須子IC

飛砂・滞砂区間

津波浸水想定区間

島根県

益田市

阿武町

はぎ

はぎ

おおい

なご

うだ

すさ たまがわ

きよ

はぎあぶちょう

ますだ

たかつ写真①

▲土砂災害発生箇所
（萩市椿東）

写真⑤

▲災害状況
（萩市須佐）

▲越波区間
（萩市大井）

写真② 写真④

▲土砂崩れ発生箇所
（大刈トンネル東坑口）

▲災害状況
（萩市須佐 中津交差点）

写真⑥

▲堆砂状況
（益田市喜阿祢町）

写真⑦

▲土砂崩れ発生箇所
（阿武町木与）

写真③

小浜
こはま

〔凡例〕

防災点検要対策箇所

土砂災害危険箇所

洪水時浸水想定区域

災害による通行止め発生箇所

H21年度災害箇所

H22年度災害箇所

H23年度災害箇所

H25年度災害箇所
（集計中）

すこ

須子IC

写真④
写真⑥

写真⑤

写真⑦

写真②
写真①

写真③

【交通・構造上の課題】

【防災上の課題】

191191

〔凡例〕

死亡事故発生箇所

事故危険区間
（事故ゼロプランH23.6)

事故による通行止め発生箇所

渋滞長

平面線形不良箇所

縦断線形不良区間

死傷事故率
(100件/億台㌔以上)

342.4
件/億台㌔

428.4件/億台㌔

464.3件/億台㌔

357.0
件/億台㌔

写真①

写真②

意見聴取
災 害 事 故

渋 滞 通行止め

【意見聴取時に確認する課題】

等



9

３．地域の意見聴取の進め方



１．意見聴取の基本方針

地域及び道路・交通の課題に対する意見を伺う。

10

３．地域の意見聴取の進め方

２．意見聴取の方法と対象者

　自治体：島根県、山口県、益田市、萩市、阿武町

【地域住民】沿線地域の住民へ郵送配布（※全戸配布） 約25,500部

　益田市（高津地区、小野地区） 約4,200部

　萩市（萩地区(旧萩市)、田万川地区、須佐地区） 約19,700部

　阿武町 約1,600部

【企業及び団体】沿線地域の事業所等へ郵送配布 約3,700部

　沿線地域の企業・事業所 約3,500部

　トラック協会加盟企業（鳥取県、島根県、山口県、福岡県） 約200部

【道路利用者等】山口県・島根県内の道の駅及び観光施設などに常設、ＷＥＢ 約4,500部

対象者・実施方法

ア
ン
ケ
ー

ト

ヒ
ア
リ
ン
グ

【関係自治体及び団体】関係県市町・団体へ意見照会

　各団体：トラック協会（鳥取県、島根県、山口県、福岡県）、商工会議所（２市１町）、警察署、消防署、農協、漁協、学校
　大規模店舗、観光協会（鳥取県、島根県、山口県、福岡県）、バス会社、JR西日本

益田市

阿武町

萩地区
1万7100世帯

田万川地区
1300世帯

阿武町
1600世帯

須佐地区
1300世帯

萩市

高津・小野地区
4200世帯

資料：(人口) H22国勢調査

■アンケート配布範囲

意見聴取の項目 把握する意見

地域及び道路・交通の課題
・提示した道路・交通の課題が妥当かどうか

・優先的に解消すべき道路・交通の課題は何か
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３．地域の意見聴取の進め方

３．ヒアリングの調査項目と活用方針

４．アンケートの調査項目と活用方針

ヒアリングの質問項目 ヒアリング結果の活用

地域及び道路・交通の課題について ・地域及び道路・交通の課題とされる内容とその諸活動への影響、整備を優先すべき
区間とその抽出理由について意見聴取を行い、行政又は業界と地域住民等の認識の
整合性の確認をする。

アンケートの質問項目 アンケート結果の活用

回答者属性 ・アンケート回答者の個人属性、対象路線の利用状況を確認し、被験者の妥当性を確
認する。

地域及び道路・交通の課題について ・道路・交通課題のうち、解消重要度が高い課題を確認し、整備優先区間の抽出検討
に反映する。

・想定した道路・交通課題以外に被験者が考える課題について把握する。

その他自由意見 ・その他、地域の道路に関する意見を幅広く聴取し、道路計画に反映する。
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３．地域の意見聴取の進め方

５．アンケート案

■アンケートにおける調査方法および質問内容

① 調査概要

本調査の趣旨・今後の進め方・調査対象箇所の提示

② 国道191号（須子～萩）の現状

対象路線の沿線地域における地域・道路の状況の提示
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３．地域の意見聴取の進め方

５．アンケート案
■アンケートにおける調査方法および質問内容
② 国道191号（須子～萩）の現状 対象路線の沿線地域における地域・道路の状況の提示



◇ 益田市から萩市間の道路（国道191号等）に関する現在の問題点や解消すべき課題について

◇ その他
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３．地域の意見聴取の進め方

５．アンケート案

■アンケートにおける調査方法および質問内容
③ 質問事項

道路・交通課題の解消重要度

〈質問１〉

〈質問３〉 その他、地域の道路についてあなたのお考え、ご意見がありましたら、ご自由にお書き下さい。

〈質問２〉 質問１に示した道路・交通課題以外で、あなたがお感じになる課題があれば、ご自由にお書き下さい。

①～⑥について、あなたの住む地域が抱える道路・交通の問題点や解消すべき課題があれば、最大２つまで選ん
で下さい。（※「該当するものがない場合」は、「⑦特になし」を回答下さい。）

【道路・交通の課題】

① 速度が遅いなどの交通混雑の問題（低速車両による走行阻害含む）

② 災害に対して弱い（災害時に通行できるかどうか不安）

③ 通行止めの際、迂回路がなく不安（迂回路が長い）

④ カーブや急な坂があるため走りにくく危険

⑤ 交通事故が多く危険

⑥ トラックなどの地域を通過する大型交通が多く危険

⑦ 特になし
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３．地域の意見聴取の進め方

５．アンケート案

■アンケートにおける調査方法および質問内容

④ アンケート返信用はがき （表面） （裏面）

■回答方法

• 回答は、右記の返信用はがきに記入し、

切り取って郵便ポストに投函してください。

■締め切り

• 平成●年●月●日までに投函願います。

〈質問１〉
①～⑥について、あなたの住む地域が抱える道路・交通の問題点や

解消すべき課題があれば、最大２つまで選んで下さい。
【該当する箇所に○をつけてください（２つ選択）】

道路・交通の課題 回答欄

① 速度が遅いなどの交通混雑の問題（低速車両による走行阻害含む）

② 災害に対して弱い（災害時に通行できるかどうか不安）

③ 通行止めの際、迂回路がなく不安（迂回路が長い）

④ カーブや急な坂があるため走りにくく危険

⑤ 交通事故が多く危険

⑥ トラックなどの地域を通過する大型交通が多く危険

⑦ 特になし

〈質問2〉
質問1に示した道路・交通課題以外で、あなたがお感じになる課題が

あれば、ご自由にお書き下さい。 【自由回答】

〈質問3〉
その他、地域の道路についてあなたのお考え、ご意見がありましたら、

ご自由にお書き下さい。 【自由回答】
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４．今後の進め方（予定）



４．今後の進め方（予定）

第１回 中国地方小委員会

○手続きの進め方
○地域、道路、交通状況と課題 等

第２回 中国地方小委員会

○優先区間の絞り込みの観点
○地域の意見聴取の手法、内容 等

・
・
・

地域の意見聴取

●沿線地域や企業等へのヒアリング、アンケート 等

中国地方小委員会

○優先整備区間（案）の検討・選定 等

優先整備区間の選定

・沿線地域や企業等へのヒアリング、アンケート 等
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【参考資料】

地域の将来像



○島根県,山口県では広域的な交流連携強化を目指した道路整備が進められている。

19

【参考】地域の将来像

【ジョイロードプラン（山口県の新しい道路整備計画）】

①県民の意見をみちづくりに積極的に取り入れます。

②空港、新幹線、港湾など広域交流拠点へのアクセス
性を高めます。
・県内はもとより、国内や海外との交流を促進するた
め、高速道路や地域高規格道路等を整備し、広域交
流拠点へのアクセス性を高めます。

③広域的な交流連携を強化します。
・県境を越え、地域の特性を生かした広域的な機能分
担の下で多様な交流・連携活動が活発となるよう、隣
接する福岡市や広島市等の大都市と余裕を持った
交流が可能な２時間圏を拡大します。

④地域連携を強化します。

⑤総合的な渋滞対策を進めます。

⑥個性ある地域づくりを支援します。

⑧バリアフリー化を進めます。

⑨交通安全対策を進めます。

⑩道路案内、交通情報案内を充実します。

⑪沿道環境や歴史、景観に配慮します。

1.県民参加のみちづくり

2.広域交流を進める
みちづくり

3.地域の自活を支える
みちづくり

4.人と自然を大切にする
みちづくり

空港1時間圏域人口カバー率、新幹線駅30分圏域人口カバー率

中枢都市２時間圏人口カバー率、高速IC30分圏人口カバー率

評価指標

〔道路整備の方針：島根県・山口県〕

【しまねの新たな道づくりビジョン】

⑦防災対策を進めます。
・防災対策を進め、災害に強い道路、緊急輸送路の確
保を図ります。

目標１：高速道路の整備による広域交流の推進
指標１-２：出荷エリアの拡大

①高速道路の整備を最重点に推進します。
・県内外の広域的な交流を支える高速道路の整備を、県政の最
重点課題と位置付け、その整備促進に向けて行政、民間団体、
県民が力を合わせて取り組んでいきます。

②必要最小限の道路ネットワークの早期完成を目指します。

1.「広（ひろがり）」
自立と活力 交流島根県

2.「交（まじわり）」
ゆとりとやすらぎ 快適しまね

3.「思（おもいやり）」
安全・安心 やさしいしまね

目標１：事故・災害への対応強化
指標１-１：国道９号の代替路の確保
指標１-２：緊急輸送道路の確保

③新たな発想や創意工夫により効率的な道路整備を行います。

④まちづくりを支援する道路整備を、関係機関や各種事業との連
携により進めます。

⑤県民にわかりやすい道路施策を行います。

目標３：広域観光ルートの形成
指標３-１：観光エリアの拡大

３つのテーマ

今後の道づくりの５つの考え方・進め方

４つの方針 １１の方策
平成15年1月策定、平成21年8月改定

平成16年3月策定



○山陰道（須子～萩）の沿線市では広域的な交流連携強化を目指した道路整備が進められている。
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【参考】地域の将来像 〔道路整備の方針：益田市・萩市〕

【益田市の将来像】 【萩市の将来像】

将来都市構造／
2.地域連携軸の位置づけ

（資料：益田市都市計画マスタープラン＿H24.3）

（2）都市内の都市拠点・地域拠点間を結ぶ「都市内連携軸」

（1）周辺都市間を結ぶ「広域連携軸」

・周辺都市との広域連携に寄与する基軸として南北に走る
国道９号、東西に走る国道１９１号と国道４８８号、広域幹
線道路である益田道路、三隅・益田道路（山陰道）を広域
連携軸と位置づけます。

・これらの道路により、周辺都市との広域連携の実現に加
え、交流人口の拡大を目指し、浜田市、津和野町などの
県内隣接市町との連携を図るとともに、県境に位置する
特性を活かして山口県や広島県等、他県との都市間連携
ネットワークの形成を図ります。

（3）地域内の地域拠点・生活拠点を結ぶ「地域内交流軸」

交通体系の基本方針／
（1）道路

■広域的幹線道路の整備

■高規格幹線道路及び地域高規格道路の整備

・小郡萩道路の早期全線整備や山陰自動車道の早期
建設を促進し、広域的な道路の整備により、萩・石見
空港、山口宇部空港からの受け入れ時間の短縮化
を図るとともに、物資の流通や人の交流の活性化を
促す交流ネットワークの形成を図ります。

■市内幹線道路の整備

（資料：萩市都市計画マスタープラン＿H23.3）


